
差分吸収スペクトル（DOAS）法広領域型環境

汚染多成分微量ガス濃度監視システムによるNO2

測定フィールドテストを行った。

2003年12月８日から2004年１月７日まで、京都

市内において大阪ガス設置の航空障害灯を光源と

し、（A）京都電子工業本社、（B）京都府保健環境

研究所、（C）京都大学桂キャンパスの３か所に受

光部を設置して、NO2濃度の広領域計測を実施し

た。

結果は、DOAS法NO 2濃度は概ね、（A）＞

（C）＞（B）の順であるが、差は小さかった。た

だし、データ比較に用いた近傍大気常時監視測定

局（壬生、南、西京）のNO2濃度も全般に低く、

測定局による濃度差も小さかった。

３地点とも、常時監視測定局NO2濃度＞DOAS

法NO2濃度となっており、NO2濃度の立体分布を

反映した結果であった。DOAS法NO2濃度と近傍

の地上局NO2濃度の変動パターンが類似している

ことから、両データの相関は高いと推定されるが、

回帰直線からはずれるデータについては気象要因

を踏まえて解析する必要があると考えられる。

屋外長期連続測定における測定機の安定性に関

する評価については、光軸のずれ（京都大学桂キ

ャンパス）や望遠鏡視野内の建築物の太陽光反射

による分光器の飽和（保健環境研究所）による欠

測が見られた。光軸のずれに対しては、望遠鏡固

定方法の改良、アクチュエーターによる補正、拡

散板によるずれの影響の緩和を検討した。太陽光

反射の影響の除去については、今後、フラッシュ

ランプ点灯時（数ms）のみ分光器に光を取り込

むことを検討する。

本研究の結果、DOAS法広領域型環境汚染多成

分微量ガス濃度監視システムを用いて、従来、ほ

とんど実施例がない広領域測定及び立体分布測定

の可能性が確認された。
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